
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「さとうみ学習」の取組の共有及び情報発信に向た実践等の提出 
・生活科または総合的な学習の時間における実践事例（各校１事例以上） 

・各教科または特別活動における実践事例（各校１事例以上；指定校は２事例以上） 

※それぞれにおいて、実践事例に係る学習指導案を作成している場合は、合わせて提出してください。 

●「さとうみ学習」の教育計画への位置付け 

 ・総合的な学習の時間全体計画への「さとうみ学習」の明記 

 ・生活科及び総合的な学習の時間年間指導計画への「さとうみ学習」の明記 

教育委員会の取組について 

（１）地域おこし協力隊「里海コーディネーター」による支援 

・各学校における「さとうみ学習」の発信等 

・各学校のニーズに対応した地域人材との連携や地域資源の発掘 

・各学校の「さとうみ学習」に係る相談 
・海洋教育パイオニアスクールプログラムに係る業務 

（２）「さとうみ学習」におけるマリンアクティビティ体験に係る費用の確保 

  各学校におけるマリンアクティビティ体験に係る費用（１学年分の人数×2,500 円）を「学校経営支援事業」に 

加算して配分予定 

（３）各学校が国や民間財団等の研究助成金を確保することへの支援（令和６年度～令和８年度） 

  「公益財団法人笹川平和財団主催 海洋教育パイオニアスクールプログラムにおける地域展開部門」に申請中 

   →指定校における「さとうみ学習」推進のための補助金として活用 

   ※指定校は、令和８年度は８校で展開する予定 

令和８年２月２日 


